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論 文 内 容 の 要 旨

１．研 究 目 的
近年，オールセラミック修復の中でも高強度なジルコニア修復が注目されている。モノリシックジルコニア

クラウン（MZC）はセラミックス製コーピングに陶材を前装する従来のオールセラミッククラウンと比較し
て，少ない歯質切削量で製作することが可能である。また，支台歯形態は修復物の強度や維持力に影響する。
支台歯咬合面へのグルーブの付与は支台歯高径を確保しつつ，修復物のクリアランス量の確保や接着面積の増
加を行うことが可能と考えられる。支台歯高径の確保はクラウンの維持力を向上させる。しかしながら MZC
の強度と支台歯形態，クラウンの咬合面厚さの関係に関する報告は不十分である。そこで本研究では，支台歯
へのオクーザルグルーブの付与，クラウン咬合面厚さおよびセメントの種類の違いが MZC の破壊強度に及ぼ
す影響を明らかにすることを目的とした。
２．研 究 方 法

支台歯は下顎第一大臼歯を想定した大きさとし，ステンレス鋼（SUS３０３）を用いて製作した。マージン部
は幅１．０mm のディープシャンファー，テーパーは片側６°，支台歯隅角部は曲率半径１．０mm とした。支台歯
咬合面は平坦な形態のフラットタイプと，平坦な咬合面の近遠心方向にグルーブを付与した形態のグルーブタ
イプの２種類とした。グルーブタイプの支台歯高径は常に５．３mm とし，咬合面に０．３，０．５および０．７mm の
深さのグルーブを付与した。グルーブは，支台歯形成時に使用するダイヤモンドポイントの大きさを想定し，
曲率半径１．６mm とした。フラットタイプの支台歯高径はそれぞれ５．０，４．８および４．６mm とした。MZC は透
光性ジルコニアにて製作した。クラウン外形は単純な形態とし，支台歯高径およびグルーブの付与によって，
咬合面中央小窩相当部のクラウンの厚さを０．３，０．５および０．７mm とした。製作した MZC はグラスアイオノ
マーセメント（Adsield GI ; Kuraray Noritake Dental, Tokyo, Japan）またはプライマー併用型レジンセメン
ト（Panavia V５；Kuraray Noritake Dental, Tokyo, Japan）を用いて金属支台歯に装着した。試料は５個ず
つ製作し，万能材料試験機（Autograph AG-I２０kN, Shimadzu）で静的破壊荷重試験を行い，破壊荷重値の計
測と破壊位置の分類を行った。
３．研究成績および結論

本研究の結果，すべての咬合面厚さにおいてグルーブタイプはフラットタイプよりも低い破壊荷重値を示し
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たが，レジンセメントの使用時には破壊荷重値の低下は軽微となった。クラウンの咬合面厚さの増加はグルー
ブの有無によらず破壊荷重値の増加をもたらした。すべての試料においてレジンセメント使用時にはグラスア
イオノマーセメント使用時よりも高い破壊荷重値を示した。また，グラスアイオノマーセメント使用時の０．３
mm の試料の破壊荷重値は約３３００N を示していた。以上の結果より，オクルーザルグルーブの付与は MZC の
破壊強度を低下させるがレジンセメントの使用により破壊強度の低下が軽微となること，オクルーザルグルー
ブの有無に関わらず MZC の咬合面厚さの増加に伴い破壊強度は増加すること，レジンセメントの使用による
修復物と支台歯の一体化は MZC の破壊強度の増加をもたらすこと，破壊強度の観点から MZC の装着時には
レジンセメントと同様にグラスアイオノマーセメントも有用であることが明らかとなった。

論 文 審 査 の 要 旨

本論文は，支台歯へのオクルーザルグルーブの付与，クラウンの咬合面厚さおよびセメントの種類がモノリ
シックジルコニアクラウン（MZC）の破壊強度に及ぼす影響について検討した。

本研究の結果より，以下の結論が示された。支台歯にオクルーザルグルーブを付与した際に MZC の破壊強
度は低下するが，レジンセメントを用いることでその度合いは軽微となる。オクルーザルグルーブの有無に関
わらず中央溝相当部のクラウン咬合面厚さが増加することで破壊強度は増加する。レジンセメントの使用によ
る修復物と支台歯の一体化は MZC の破壊強度の増加をもたらす。破壊強度の観点からは，レジンセメントと
同様にグラスアイオノマーセメントの使用も有用である。

本審査委員会では，１）支台歯咬合面側の形態として，逆屋根型ではなくフラットな形態を用いることとし
た理由，２）クラウンと支台歯の適合状態をどの様な方法で確認したのか，３）AreaⅢで破壊していた試料
の SEM 像はどの様なことを示しているのか，４）レジンセメントを用いた０．７mm のグルーブタイプの試料
がすべて AreaⅢで破壊していた理由は何か，などの質問があった。

これらの質問に対し，１）本実験は中央溝相当部におけるクラウンの厚さと支台歯へのグルーブの付与が
MZC の破壊強度に及ぼす影響を調査するものであるため，逆屋根型ではなく平坦な支台歯形態を用いた比較
とした。２）オールセラミッククラウンの適合状態を調べる方法の一つである辺縁間隙量の測定を行い，各試
料が臨床的許容範囲と考えられる５０µm 以内に収まっているか，各試料において実験前に確認を行った。３）
亀裂の伝播の波及方向が一方向ではなく複数の方向に向かう様な複雑な様相を呈していることから，不均質な
応力が発生していたと考えられる。また，破壊部位に直接的な点接触による荷重が負荷されていたわけではな
いため，破壊起始点も不明瞭であった。４）０．７mm のグルーブタイプの試料はグルーブの淵の部分の厚さが
中央溝部とほぼ同じであり，さらにグルーブの淵が支点となることで当該部に応力が集中した可能性が考えら
れた。さらに，AreaⅢで破壊していた試料の SEM 像において多方向の劈開面が観察されたことから，複雑な
応力の発生が予測された。以上の回答を得られた。その他の質問に関しても概ね妥当な回答が得られた。さら
に，図表の改善，英文表現方法の誤り，参考文献への追加事項等が指摘され，審査後これらは訂正追加され
た。

以上より，本研究で得られた成果は今後の歯学の進歩，発展に寄与するところ大であり，学位授与に値する
ものと判定した。
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